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 要 旨   

 

背景：アルコールに関する薬物治療 (AOD)中の若者では、治療から離脱する割合が高い。本研究では、

若者 AOD患者における患者の特性、治療の特性、臨床的重症度および治療完了との関連について検討

した。 

  

方法：オーストラリアのニューサウスウェールズ州の居住型および地域型の AODサービスより定期的

に収集されたデータのうち、2012 年から 2023 年の間に治療を受けた 10-24 歳を本研究の対象とし

た (n=17,474)。患者特性、サービス特性、臨床的重症度 (Kessler-10 [K10]、EUROHIS–QoL、依存度

スケール [SDS])と治療完了の関連について、多変量ロジスティック回帰モデルを用い評価した。 

 

結果： 

コミュニティベースの治療を受けている青年、成人、および施設治療を受けている青年において、多

剤使用あるいは住民不安有は治療完了と負に関連した。コミュニティベースの治療および居住型治療

を受けている成人において、若者に特化したサービスへの参加は治療完了率の高さと関連していた。 

 

結論：  

オーストラリアのニューサウスウェールズ州では、2012 年から 2023 年の間にアルコールやその他の

薬物治療を受けた若者のうち、治療を完了したのは半数未満であり、多剤使用や住宅不安などの障壁

に直面している若者の完了率はさらに低かった。 

 

 


